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平成 27 年度事業報告 

Ⅰ．概  要 

2015 年の訪日外客数は 1,974 万人と前年比  147%の高い伸長を遂げ、政府は３月 30 日

に訪日外国人目標を一気に倍増させ、2020 年に 4,000 万人、2030 年には 6,000 万人とす

ると発表、首相が掲げるＧＤＰ600 兆円の達成に向け、観光施策をその起爆剤とする方針

を打ち出した。この目標を達成する最大の課題は地方創生にある。地域の活性化なくして

日本の成長戦略はあり得ない。  

「オリンピック文化プログラム」はその重要な活性化策であり、関西の多様な伝統文化

やレガシーを活用し、創造的な地域の未来を自ら拓いていくことが求められている。当協

会の設立以来、一貫して文化で社会の活性化をはかる活動を継続してきた蓄積を生かす好

機である。  

【交流と助成】  

一昨年４月、独立行政法人  日本万国博覧会記念機構から承継した基金事業は、従前通り

のやり方を踏襲しながらも経費の削減等に取り組み、総額１億円の助成を達成した。また、

民間版の文化支援組織「アーツサポート関西」は「寄附型自販機」の設置やクレジットカ

ード会社等と連携し、ポイントの一部が当事業に寄附される仕組みを導入、安定した寄附

が見込めることになった。  

３月に開催した「ASK サポーターズクラブ  感謝のつどい」には、約 350 名の方々にお

越しいただいた。「大阪文化祭賞」や「アートストリーム」、「アートアセンブリー」などア

ーティストを支援助成する事業も積極的に行った。  

【発掘と発信】  

「関西・大阪文化力会議」は地域文化で世界のモラル再構築にどう貢献できるかを話し

合い、また広域観光ルートの形成を目指す「北前船寄港地フォーラム」をはじめて大阪で

開催し、広域連携事業の仲介役を担った。 

「食博 2017」を食博覧会実行委員会と当協会が共催して開催するにあたり、  食博覧会

全体の方針立案、企画、運営にコミットし、ユネスコ世界遺産の和食の発信に協力した。

さらに「御食国関西」や「新しいおとなのオフタイム」など      関西の豊かな食文化を

動画で発信する事業にも精力的に取り組んできた。  

【伝統と創造】  

水都の伝統と先端の LED の技術で大川の川面に天の川を創造する「平成 OSAKA 天の

川伝説」や「大阪城サマーフェスティバル」など関西のレガシーを関係団体とのコラボレ

ーションによって磨き上げ、新たなまちづくりに活かす活動を行った。また、重要無形民

俗文化財の御田植神事や宝恵駕行事等「上方文化芸能の振興と無形文化財の保護・育成」

にも力を注いだ。 

 

各事業の実施状況は、Ⅲに記載したとおりである。   



2 

 

Ⅱ．役員会等の開催 

 

１．理事会 

回(年月日) 議       題 

第  １  回  

(Ｈ27.5.26) 

１．平成 26 年度事業報告の承認の件 

２．平成 26 年度計算書類等の承認の件 

３．評議員会に推薦する評議員候補者選定の件 

４．評議員会に推薦する理事候補者選定の件 

５．日本万国博覧会記念基金事業審査会専門部会委員選任の件字 

６．定時評議員会招集の件 

 

〔報告事項〕 

１．平成 26 年度日本万国博覧会記念基金運用実績と今後の運用について 

２．日本万国博覧会記念基金採択基準の変更について 

３．内閣府立入検査の結果報告について 

４．代表理事、業務執行理事の職務の執行状況報告の件 

第  ２  回  

(Ｈ27.6.16) 

１．常務理事（業務執行理事）選定の件 

２．評議員辞任に伴う評議員会に推薦する評議員候補者選定の件 

３．評議員会開催の件 

（１）日時 決議の省略の方法による 

（２）議案 第１号議案 評議員辞任に伴う評議員選任の件 

  <決議の省略による> 

第  ３  回  

(Ｈ27.7.29) 

１．内閣府に対する変更認定申請の件 

２．日本万国博覧会記念基金及び日本万国博覧会記念基金積立金管理・運用規

程の改定の件 

   <決議の省略による> 

第  ４  回  

(Ｈ27.11.19) 

１．平成 27 年度事業計画の補正の件 

２．平成 27 年度収支予算の補正の件 

３．マイナンバー制度実施に伴う特定個人情報取扱規程の新設及び就業規則改

定の件 

４．日本万国博覧会記念基金事業審査会専門部会(文化・芸術部会)委員選任の

件 

  <決議の省略による> 

第  ５  回  

(Ｈ28.2.29) 

１．平成 28 年度事業計画の件 

２．平成 28 年度収支予算の件 

３．会計規程改定の件 

４．寄附金受入の件 

５．平成 28 年度「アーツサポート関西」助成金交付決定の件 
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〔報告事項〕 

１．平成 28 年度日本万国博覧会記念基金事業助成金交付決定の件 

２．平成 27 年度日本万国博覧会記念基金運用状況の件 

３．「アーツサポート関西」特定型個別寄金受入の件 

４．中期計画策定の件 

５．代表理事、業務執行理事の職務の執行状況報告の件 

 

２．評議員会 

回 (年月日 ) 議        題  

第  １  回  

(Ｈ27.6.16) 

 

１．平成 26 年度計算書類等の承認の件 

２．評議員選任の件 

３．理事選任の件 

 

〔報告事項〕 

１．平成 26 年度事業報告の件 

２．平成 26 年度日本万国博覧会記念基金運用実績及び今後の運用について 

３．平成 27 年度事業計画の件 

４．平成 27 年度収支予算の件 

５．平成 27 年度日本万国博覧会記念基金事業採択基準の変更について 

６．内閣府立入検査の結果報告について 

第  ２  回  

(Ｈ27.7.15) 

１．評議員辞任に伴う評議員選任の件 

<決議の省略による> 

第  ３  回  

(Ｈ27.12.16) 

１．平成 27 年度事業計画の補正の件 

２．平成 27 年度収支予算の補正の件 

<報告の省略による> 
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Ⅲ．各事業の実施状況 

 

１．交流と助成（相互理解と文化支援） 

（１）日本万国博覧会記念基金事業（公益目的事業２）  

日本万国博覧会の成功を記念し人類の進歩と調和に貢献するため、同博覧会の成功

を記念するに相応しい「国際相互理解の促進に資する活動」及び「文化的活動」に対

する助成金を交付するとともに、大阪府が行う日本万国博覧会記念公園の運営管理に

対する寄附を行った。  

 

Ⅰ．助成事業  

① 助成分野  

次の「国際相互理解の促進に資する活動」や「文化的活動」の助成分野に対する

助成金を交付した。  

ア 国際相互理解の促進に資する活動  

・国際文化交流、国際親善に寄与する活動  

・学術、教育、社会福祉、医療及び保健衛生に関する国際的な活動  

・自然の保護その他人間環境の保全に関する国際的な活動  

イ 文化的活動  

・日本の伝統文化の伝承及び振興活動  

・芸術及び地域文化に関する活動  

 

② 平成 27 年度の助成金交付事業  

ア 助成金交付  

平成 26 年度に交付決定を行った平成 27 年度実施予定の 60 事業１億円につ

いて、随時、事業終了後の完了実績報告書の提出を受け、助成金を交付した。 

なお、交付決定 60 事業のうち、辞退等による助成金の未交付分を効率的に

活用するため、補欠採択事業から４事業 7,000 千円の追加交付決定を行い、同

事業も併せて助成金の交付を行った。  

 

イ 実地調査  

事業形態、事業実施地域等を考慮の上、助成事業の成果等の確認や助成事業

者の要望や意見を把握するため、20 件の事業について実地調査を行った。  

この調査では、助成事業の実施状況を確認し、助成金の使途の妥当性、助成

事業の成果、看板・ポスターや印刷物等に万博基金からの助成であることの明

示状況等の確認を行った。あわせて、基金事業の今後の改善の参考とするため、
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意見や要望を聴取した。  

また、助成事業者に対しても、当該事業が万博基金の助成を受けて実施され

ていることを社会に発信していただくよう働きかけ、理解を求めた。  

なお調査の実施状況等については、下表のとおりである。  

 

〔実地調査の状況〕（抜粋）  

事業名 調査実施日 

【場  所】 

参加者 

入場者 

事業の実施状況 

アースセレブレーシ

ョン 2015 を通じた

「スアール・アグン」

と「鼓童」による日

本インドネシア音楽

芸能交流 25 周年記

念事業 

平成 27 年８月

22 日(土) 

【新潟県 

佐渡市小木】 

7,339 名 

国内 

6,612 名 

国外 

727 名 

・当日の佐渡市小木地区は、当イベ

ント一色となっていた。 

・参加者の８割程度が島外からの参

加（国外約 700 名を含む）で、地

方芸能等のワークショップやセミ

ナーを通して地元住民との交流が

各地で見られた。 

・コンサートでは、2,700 名の会場

が満員となり、熱気にあふれてい

た。 

・万博表示ついては、プログラム等

当初計画どおり。 

 

第 19 回 

シトクロム P450 国

際会議 

平成 27 年６月

15 日（月） 

【東京都渋谷区  

国立オリンピッ

ク記念青少年総

合センター】 

306 名 

国内 

127 名 

国外 

179 名 

・医学、農学、環境科学など、幅広

い分野において重要な役割を持っ

ている酵素（シトクロムP450）に

ついての国際会議 

・参加者数は 306 名で当初計画（300

名）どおり。 

・講演会場、ポスター会場とも、活

発な議論が交わされていた。 

・万博表示ついては、プログラム等

当初計画どおり。 

 

劇団青春座 

創立 70 周記念「久女

平成 27 年５月

24 日（日）【北
932 名 

・昭和 20 年 10 月に北九州市に創立

された日本で最も歴史あるアマチ
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の恋」 

演劇公演 

九州芸術劇場 

中劇場】 

 

 

ュア劇団の創立 70 周年記念公演。 

・市民の郷土愛を喚起し地域文化の

掘り起こしを図った、地元ゆかり

の内容の公演であった。 

・客席はほぼ満席。地域と一体にな

った舞台の雰囲気は、感動的だっ

た。 

・万博表示ついては、プログラム等

当初計画どおり。 

 

③ 平成 28 年度の助成金交付事業  

ア 平成 28 年度助成事業の募集  

ⅰ） 募集日程等  

平成 28 年度実施予定の助成金交付事業の募集を次のとおり行った。  

・募集告知期間：平成 27 年７月１日～９月 30 日  

・応募受付期間：平成 27 年９月１日～９月 30 日  

※ 国外事業者の受付開始は８月１日から実施  

・助 成 予 定 額：１億円  

・募集説明会を大阪と東京で開催した。  

  大阪会場 平成27年８月５日  

  東京会場 平成27年８月25日  

ⅱ） 重点テーマ  

助成対象区分のうち、次の区分については、積極的な支援を行う重点テー

マとした。  

・留学生の交流などの「国際文化交流、国際親善に寄与する活動」  

・文楽などの「日本の伝統文化の伝承及び振興活動」  

ⅲ） 国外事業者への周知  

オランダ、ドイツ、タイなど８か国の在阪外国総領事館に対して助成制度

について本国への周知を依頼し、平成 28 年度募集の呼びかけを行った。  

 

イ 選考及び助成金交付決定  

平成 27 年９月 30 日まで助成金交付申請の受付を行ったところ、 216 事業

596,758 千円の申請があり、下記のとおり日本万国博覧会記念基金事業審査会

専門部会による個別審査及び同審査会による審議の結果、62 事業１億円の採択

案について答申を受け、平成 28 年３月３日に交付決定を行った。  
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ⅰ） 専門部会開催日  

部  会  名  開  催  日  

国 際 交 流 ・ 相 互 理 解 部 会  平成28年１月 20日  

学 術 ・ 教 育 ・ 環 境 部 会  平成28年１月８日  

文 化 ・ 芸 術 部 会  平成28年１月 15日  

ⅱ） 審査会開催日  

平成 28 年２月 18 日  

ⅲ） 助成金交付決定状況  

（単位 :件，千円）  

区        分 
申  請 交付決定 

件数 金 額 件数 金 額 

国際相互理解の促進に資する活動 169 507,628 41 76,800 

 国際文化交流、国際親善に寄与す

る活動 
104 312,348 25 50,400 

 学術、教育、社会福祉、医療及び

保健衛生に関する国際的な活動 
56 162,670 15 25,400 

 自然の保護その他人間環境の保

全に関する国際的な活動 
9 32,610 1 1,000 

文化的活動 47 89,130 21 23,200 

 日本の伝統文化の伝承及び振興

活動 
20 38,340 10 10,900 

 
芸術及び地域文化に関する活動 27 50,790 11 12,300 

合          計 216 596,758 62 100,000 

 

Ⅱ．大阪府が行う日本万国博覧会記念公園の運営管理に寄附する事業  

基金運用益の２分の１に相当する額を大阪府が行う日本万国博覧会記念公園の運

営管理に寄附することとし、平成 27 年度においては、平成 28 年３月 31 日に 154,580

千円の寄附を行った。   
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（２）アーツサポート関西事業（公益目的事業３）  

平成２６年４月１日に創設。芸術・文化による地域の魅力拡大や創造性の進展を目

的に、広く民間から寄附を集め、関西の芸術・文化分野で活動する個人・団体を支援

する活動を行った。また、寄附による芸術・文化支援の意義を浸透させるため、告知・

啓発活動に取り組んだ。  

 

I. 寄附の募集  

初年度は、関西経済同友会の呼びかけによるチャリティ・ファンドレイジング・

パーティが奏功し約 42,000 千円の寄附が集まったが、本年度は約 10,000 千円の寄

付に止まった。  

 

平成 27 年度寄附（寄附者別）      （単位：千円）  

寄  附  者  金  額  

個     人  750 

法     人  2,550 

関西経済同友会 

常任幹事会メンバー等  

（運営費寄附）  

4,520 

サポーターズクラブ  

サポート金（会費）  
1,870 

合    計  9,690 

 

新たな寄附集めの取り組みとして、売上の一部が寄附となる「寄附型    自販機」

の導入を各方面に働きかけた結果、年間 1,800 千円から 2,000 千円の安定した寄附

が見込めることになった。  

またクレジットカード会社等と連携し、ポイントの一部が当事業に寄附される仕

組みを導入した。  

「周年」の節目を迎える企業等に対し、地域貢献事業として当事業への寄附を提

案する活動を継続実施しており、その成果も着実に上がりつつある。  

 

Ⅱ . サポーターズクラブの運営  

アーツサポート関西を支援するサポーターズクラブの事務局業務として、助成先

視察の報告を配信。支援先との交流を図るパトロンプログラム実施、「ASK サポー

ター感謝のつどい」を開催するなどの活動を行った。  

◇サポート金（会費）：年額一口 10,000 円  

◇平成 27 年度会員数：178 名（平成 28 年３月 31 日現在）  
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◇ASK サポーターズクラブ  感謝のつどい  

・実施日：平成 28 年３月 23 日  

・参加人数：約 350 名  

・寄附金：146 千円  

 

Ⅲ . 助成事業  

① 平成 27 年度の助成金交付事業  

ア．公募助成  26 件に対し 9,750 千円を助成した。  

イ．特定型助成  ４件の事業に対して 3,860 千円を助成した。  

平成 27 年度特定型助成の明細                 （単位：千円）  

寄附者／寄金名称  寄附額  助成先・事業  

京阪神ビルディング株式会社 

「京阪神ビルディング文楽支援寄金」 
2,500 

・NPO 法人 人形浄瑠璃文楽

座 

・｢そうだ、文楽に行こう! 

ワンコインで文楽 2015｣ 

香川 芳江 

「日本舞踊普及支援寄金」 
1,000 

・花柳流 波吟の会 

・「ゆかた会」 

與口 修 

「與口寄金」 
50 

・社会福祉法人 素王会 

アトリエインカーブ 

・国内外アートフェアへの参加事

業 

一般社団法人 大阪青年会議所 

「大阪青年会議所文化支援寄金」 
310 

・一般社団法人 大阪市音楽団 

・大阪市立小学校の合同演奏

会 

合       計 3,860 
 

ウ．実地調査  

助成した活動に対する実地調査を行い､その結果を支援先に報告した。  

 

② 平成 28 年度の助成金交付事業  

ア . 公募助成（一般申請、個別寄金申請）  

ⅰ） 申請受付 平成 27 年 11 月 20 日～12 月 31 日  

・一 般 申 請： 助成額を 5,000 千円とし、「美術」「音楽」「舞台芸術」

の３分野を設定し､122 件の申請を受け付けた。  

・個別寄金申請： 寄附者の意向により４つの分野指定型個別寄金を設置、

11 件の申請を受け付けた。  

ⅱ） 審査及び助成金交付決定  

「評価・審査委員会」（１次審査１月 22 日、２次審査２月９日開催）及
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び「運営委員会」（２月 17 日開催）で順次審査を行い、理事会の承認を経

て、公募助成先を決定した。  

平成 28 年度公募助成先の助成金交付決定状況       （単位：件 ,千円）  

分     野  

申  請  交付決定  

件数  金 額  件数  金 額  

一般  

①  美術  39 26,960 4 1,700 

②  音楽  19 16,230 2 700 

③  舞台芸術  64 56,470 6 2,600 

個別  ④  個別寄金申請  11 4,520 3 1,100 

合     計  133 104,180 15 6,100 

  



11 

 

（３）アーティスト支援  

Ⅰ．大阪文化祭賞（公益目的事業１）  

大阪の芸術文化活動の奨励及び普及を図り、文化振興の機運を醸成することを目的

とし、大阪府・大阪市とともに、平成 27 年１月から 12 月に大阪府内で上演された公

演の中から、独創性に富み企画・内容・技法が総合的に     優れていること等につい

て厳正な審査を行い、注目すべき成果をあげた個人または団体に対し、実行委員会よ

り「大阪文化祭賞」を贈呈した。 

  

◇実施期間   平成 27 年１月～12 月末日 

贈呈式：平成 28 年２月 24 日（水） 

◇主催者     大阪文化祭実行委員会 

大阪府、大阪市、 

（公財）関西・大阪 21 世紀協会（事務局）  

◇実施場所   府内 

贈呈式 ： リーガロイヤルＮＣＢ ２階 淀の間  

◇受賞者  

・大阪文化祭賞優秀賞 

二代目 吉田玉男 

四月文楽公演 二代目吉田玉男襲名披露狂言「一谷嫰軍記」（第一部門） 

劇団☆新感線 

2015年劇団☆新感線35周年オールスターチャンピオンまつり「五右衛門vs轟天」

（第二部門） 

2015年 佐々木美智子バレエ団  

「アナーキ」宿命 ノートルダム・ド・パリより（第三部門） 

・大阪文化祭賞奨励賞 

中村壱太郎  

「『引窓』のお早」をはじめとした１年間の活動（第一部門） 

川奈美弥生 

松竹新喜劇錦秋公演「はるかなり道頓堀」川奈美弥生の演技（第二部門） 

日本センチュリー交響楽団 

日本センチュリー交響楽団 いずみ定期演奏会 №28（第三部門） 

堺シティオペラ一般社団法人  

堺シティオペラ第30回記念定期公演「カルメン」（第三部門） 

 

Ⅱ．アート・アセンブリー (公益目的事業１、その他事業１ ) 

関西・大阪を拠点に活躍する、音楽・芸術分野の優れたアーティストを、経済人や

有識者、報道関係者等に紹介するため、発表、交流の場として   「山村友五郎の

世界～dance & talk “上方舞”tonight!!」を実施した。 
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◇実施日 平成27年12月22日（火） 

◇場 所 クラブ関西 

◇出演者 山村流六世宗家 山村 友五郎 

ＯＳＫ日本歌劇団 高世 麻央・恋羽 みう・千咲 えみ 

落語家 桂吉坊（ナビゲーター） 

◇参加者   72 名（前年度 62 名）  

 

［評価］  

◇山村友五郎氏は、上方舞・山村流の家元であり、上方歌舞伎や文楽、Ｏ

ＳＫ日本歌劇団の構成・振付、舞台指導など多方面に活躍をしている。

（平成 26 年度大阪文化祭賞最優秀賞受賞） 

◇本事業では、山村氏による上方舞を披露した後、同氏とゆかりの深いＯ

ＳＫ日本歌劇団によるミニレビューがあった。参加者からは非常に好評

で、交流の場としても、参加者とコミュニケーションを深め、活況を呈

した。 

 

Ⅲ．アートストリーム 2015（公益目的事業１）  

関西・大阪の若手アーティスト・クリエイターに、作品発表、ビジネスマッチングの

場を提供し、その作品を広く紹介した。  

絵画、イラスト、クラフトなど一般公募で選ばれたさまざまな作品が出展され、３日

間でのべ 3,764 人の来場者で賑わった。  

企業賞・ギャラリー賞は 18 社、またオーディエンス賞も設け、アーティストにとっ

て大きな励みとなった。  

 

◇実施日     平成 27 年 11 月 13 日（金）～  11 月 15 日（日）  

◇主催者  アートストリーム実行委員会  

(大阪府、大阪市、大阪芸術大学、 

(公財)関西・大阪 21 世紀協会（事務局））  

◇場   所     大丸心斎橋店 14 階 イベントホール・大丸心斎橋劇場  

◇出展者     公募選抜されたアーティスト 90 名  

ゲストアーティスト１名（前年アワードグランプリ受賞者）  

◇来場者数   3,764 名  

 

[評価 ] 

◇来場者アンケート調査では、アンケート回答者 469 名のうち、「大変良かった」

「良かった」が 95％を占め、極めて高い評価を得た。  
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また、「作家と話す事でより理解できる」、「いろんな作品を一度に楽しめ刺

激になった」、「この様な公募展は他になく見応えがある」「毎年来ているが

年々充実している」など、アートストリームの趣旨を十分理解されている回答

が多く見られた。  

◇また、参加アーティストへのアンケート調査でも「是非来年度も出展したい」   

「時間が合えば出展したい」が 78％に上った。  

 

Ⅳ．後援・協力事業（その他事業１ ) 

関西の文化やスポーツ振興に資する活動に対し、後援を行い、機関誌やメールマガジ

ンを通じて広報協力を行った。  

 

◇後援名義支援事業数：154 件  

（うち賞状の提供事業数：   21 件、楯の提供事業数：  ８件）  

※後援名義支援事業の詳細は、23 頁以降に一覧表を記載  
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２．発掘と発信（ブランディング） 

（１）シンポジウム・フォーラムの開催  

Ⅰ．関西・大阪文化力会議（公益目的事業１）  

   今回は「希望の世界へ ～国際相互理解と文化交流～」をテーマに、昨年度から当協

会の事業となった「日本万国博覧会記念基金事業」の助成事例なども紹介しながら、

国際相互理解のために文化が世界に果たす役割などについて意見を交換した。 

 

◇実 施 日  平成 27 年９月 11 日（金） 

◇場 所  堂島リバーフォーラム 

◇内 容  ①基調講演 近藤誠一氏 

（近藤文化・外交研究所代表（前文化庁長官）） 

・講演趣旨：古来より日本人が大切にしてきた｢伝統精神｣を発揮し、

｢地域の文化力｣で｢世界のモラル 再構築｣や｢世界の

平和｣に貢献できる。 

②パネルディスカッション 

１)オリエンテーション 国分良成氏（防衛大学校長） 

・「日本を取り巻く世界情勢」について 

２)パネルディスカッション  

・コーディネーター：国分良成氏 

・パネリスト：近藤誠一氏 

角和夫氏（阪急電鉄会長、関西経済連合会副会長） 

根本かおる氏（国際連合 広報センター所長） 

桂文枝氏（落語家、上方落語協会会長） 

・角氏からは｢食博 2017｣を活用し、世界遺産の和食文化を世界に

発信すること。桂文枝師匠からは、大阪城を舞台に、世界のさま

ざまなアーティストを招き、関西のアーティストを大阪で育てよ

う等の提案があった。 

③「中之島宣言」奏上 和泉流狂言方  小笠原 匡氏 

◇参加者  約 800 人 

[評価]  

◇参加者アンケートでは、基調講演に関して 76％の方が非常に満足、満

足と回答。  

またパネルディスカッションは 87％が、支援先のパフォーマンスは  

71％が、交流会については 90％の方が非常に満足、満足と回答。  

Ⅱ．北前船寄港地フォーラムの開催（公益目的事業１） 

江戸中期から明治中頃にかけ、大阪と北海道を結んで活躍した「北前船」の寄港地

が連携。今に残る各地の魅力を発信する広域観光ルートの形成により、地方創生への
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寄与を目的とする「北前船寄港地フォーラム」を大阪で初めて開催。 

当協会が実行委員会の事務局として企画、運営を担当。文化庁が進める「日本遺産」

認定事業に、北前船寄港地が連携して申請する方向へ導くなど、広域連携事業の仲介

役機能を果たした。 

フォーラム参加者：約 550 名（23 都道府県から） 

 

（２）関西ブランドの発掘と研究  

Ⅰ．関西食文化の発掘（公益目的事業１）  

①「食博覧会 2017」  

食博覧会実行委員会と当協会が共催して「食博 2017」の開催するにあたり、当

協会の専務理事が総合監修として、食博覧会全体の方針立案、企画、運営に関して

提案、指導等、内外部との調整を担当。  

また、「北前船寄港地街道」を提案。寄港各地の特産品を大阪に集める準備に協

力した。  

 

② 「御食国  関西」  

天皇に魚介類を献上することが許された「御食国」をテーマに、ケーブルテレビ

とのコラボレーションにより、関西の食文化の魅力を発信する番組を制作し、ケー

ブルテレビでの放送や当協会ＨＰ及び YouTube で発信した。 

タイトル：御食国 関西～淀川が紡いだ上方うなぎの文化～（約 20 分） 

 

③ 大阪の若手ラーメン職人によるエッセイ「ドンブリ１杯の小宇宙を」 

苦難を乗り越え、海外出店を果たした大阪の若手ラーメン職人による若者の夢と、

関西の食文化へのこだわりを紹介するため、協会ＨＰに平成 26 年度掲載（20 本）

に加え、さらに平成 27 年度に 20 本のＷＥＢマガジンを掲載。  

 

Ⅱ．関西文化のブランディング（公益目的事業１）  

①   動画「新しいおとなのオフタイム」 

関西各地を訪ね、その土地の歴史や文化、自然、食、人との触れ合いなどを通

じ、大人のオフタイムの新しい楽しみ方を紹介する 30 分番組の制作に協力。 

ケーブルテレビで毎月１本ずつ制作・放映し、随時閲覧できるよう当協会のＨ

Ｐや YouTube に映像を掲載した。 
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Ⅲ．ミナミ上町台地調査・研究（公益目的事業１）  

大阪、上町台地の歴史や伝承を探り、伝えられてきた催事に触れることで、その歴

史的役割の再発見と伝承を記録し発信した。本年は３回実施した。  

 

実    施    日    等  参加者数  

第１回：平成27年10月22日（木 )「弥生文化博物館」  25 名  

第２回：平成27年12月４日（金）「富田林市寺内町」  20 名  

第３回：平成28年３月29日（火）「大阪狭山市  狭山池」  26 名  

 

Ⅳ．「なにわ大坂 100 人選」プロジェクト（公益目的事業１）  

古代から近世にかけて「なにわ大坂」で活躍した 100 人を選抜し、平成 25

年度から３年をかけて調査研究し、最終的に報告書の出版を目指す。  

平成 27 年度はＨＰで順次（12 人）紹介した。  

 

Ⅴ．関西空港での映像発信（公益目的事業１）   

関西のイメージ向上を図るため、関西国際空港等の公共スペースを活用し、四季

折々の関西を紹介するブランド映像「Welcome to ＫＡＮＳＡＩ」を上映。随時閲

覧できるよう当協会のＨＰや YouTube に映像を掲載した。  

 

◇放映場所  関西国際空港 税関エリア及び入国審査エリア 

◇制  作   ４月 ,８月 ,10 月 ,１月に制作し、季節毎に内容を更新  

 

Ⅵ．御堂筋でのバナー事業展開（収益事業）  

「御堂筋にぎわい空間づくり事業」等、各主催団体が御堂筋において掲揚するバ

ナーに使用する掲揚金具（当協会所有）の貸出しを行い、都市の賑わいづくりに寄

与するとともに、使用料収入を得た。  

 

◇貸 出 件 数：３件  

◇使用料収入：224 千円  

 

（３）関西ブランドの発信事業  

「ＫＡＮＳＡＩ＊ＯＳＡＫＡ文化力」発行（公益目的事業１）  

機関誌「ＫＡＮＳＡＩ＊ＯＳＡＫＡ文化力」第 121 号では「北前船寄港地フォーラ

ムｉｎ大阪」、第 122 号では「関西・大阪文化力会議」、第 123 号では「東京オリンピ

ック・パラリンピック  関西・大阪の文化プログラムを考える」を特集した。また、「文

化で関西・大阪を元気にする」を基本理念に、当協会の取り組む事業をはじめ、関西
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のアーティストや関西文化を支えるメセナ企業トップへのインタビューなども掲載し

た。  

 

◇発行時期  年３回（８月 20 日、10 月 30 日、３月 30 日）  

◇発行部数  121 号  、122 号、123 号 各 11,000 部  

 

（４）ネットワーキング  

Ⅰ．21cafe（その他事業１）  

関西・大阪でまちづくりや文化創造活動に携わる方を講師に迎えて話を 伺うとと

もに、異分野の参加者が交流できる機会を創出する交流会を全４回実施した。 

 

◇場  所   中之島プラザホテル「アゴラシオン」他 

◇参加料   3,000円/回 

◇実施概要 

回 講師・テーマ 実施日 参加者数 

１ 
当協会専務理事 佐々木 洋三氏 

「関西釣り文化論」 
平成 27 年 

７月 22 日 
45 名 

２ 
アートコレクター 宮津 大輔氏  

「現代アート経済学」 
平成 27 年 

11 月５日 
40 名 

３ 
日本銀行理事大阪支店長 宮野谷 篤 氏 

「これからの関西」 
平成 27 年 

12 月９日 
50 名 

４ 
内閣参事官補佐 鈴木 香織 氏 

「2020 年東京オリンピック 
・パラリンピック競技大会に向けて」 

平成 28 年 
２月８日 

69 名 

 

Ⅱ．協会事業への理解促進（その他事業２）  

賛助会員企業や新規会員勧誘のための企業訪問を積極的に行うとともに、賛助会

員向け事業報告会や施設見学会を行い、協会事業への理解に努めた。  

 

【事業報告会・施設見学会の開催】  

 ◇実施日  平成 28 年３月 14 日（月）  

 ◇場 所  ・事業報告会（中之島センタービル 29 階）  

       ・施設見学会（市立吹田サッカースタジアム、  

エキスポシティ内「ニフレル」）  

 

当日は、33 名の賛助会員の参加をいただき、事業報告会、施設見学会ともに好評で

あった。  

  



18 

 

３．伝統と創造（コラボレーション） 

（１）まちづくり  

Ⅰ．平成ＯＳＡＫＡ天の川伝説 2015（公益目的事業１）  

７月７日、七夕の夜に大川・八軒家浜界隈に“いのり星®”を放流し、川面に恒

例の「天の川」を出現させた。  

本年度は、交野市や枚方市と連携し、ゆるキャラも参画。飲食店、ブースを出店

するなど食の充実を図った。また、絵馬販売や FACEBOOK を活用したＰＲ活動に

も取り組み、「水都大阪」の夏の象徴的な行事として定着を目指した。  

 

◇実  施  日   平成 27 年７月７日（火）午後７時７分  ～午後９時  

◇主   催   平成ＯＳＡＫＡ天の川伝説実行委員会  

         公益財団法人関西・大阪 21 世紀協会  

◇放流個数     「いのり星Ⓡ」約５万個を放流  

◇放流エリア   大川・天満橋～北浜周辺  

9.00ha （前年度 約 5.56ha）  

◇来場者数    約 52,000 人（前年度 約 48,000 人）  

 

［評価］  

◇平日開催であったものの、「ぴあ」と連携し広範囲でのチケットを流通す

ることと事前告知により、全販売実績は 6,942 枚（前年度 7,192 枚）と

なった。 

◇アンケート結果を見てみると、一昨年より「今ひとつであった」が、4.2％

から昨年が 1.5％、本年は 0.9％と毎年減少してきている。 

お褒めの言葉も昨年は 55 件であったが、本年は 258 件と大幅に増加。 

◇今年は、外国からのお客様も多く参加していただいた。 

◇来場者アンケート結果（回収数 137）は以下のとおり。 

・性別 男性 36％ 女性 61％ 

・年齢  20 代 34％、30 代 20％、40 代 17％ 

・来場人数 ２人 61％、３人 13％、４人 ７％ 

・居住地 大阪市 43％,大阪府 37％,兵庫県 ８％、京都府 ５％ 

・満足度  大変良かった  48％、良かった  46％、普通  ５％、  

 今ひとつだった⇒0.9％、まったく良くなかった⇒0.2％  

 

Ⅱ．大阪城フェスティバル 2015（公益目的事業１）  

「大阪の芸術文化の情報発信力強化」、「大阪の賑わい創出」、「インバウンドツーリ

ズム受入れ」を目的として、大阪城周辺で実施される様々なイベントの主催者を集め、
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合同の告知パンフレットを作成・発行し、大阪の魅力発信と観光集客を目指した。  

「西の丸ステージウィーク」は調整が整わず、中止せざるを得なかった。  

 

◇期 間  平成 27 年７月１日（水）～ 11 月 30 日（月）  

◇主 催  大阪城サマーフェスティバル実行委員会  

大阪府、大阪市、経済団体等、  

(公財 )関西・大阪 21 世紀協会（事務局）  

◇告知媒体  リーフレット  60,000 部（JR､地下鉄､私鉄各駅で配布）  

ポスター  500 部  

JR 情報誌「電車＆ウォーク」2,700 万部  

当協会ホームペーに掲載…アクセス件数  8,172 件  

 

[評価 ]  

◇西の丸庭園が活用できない中、前年に比して参加団体数、対象イベント

数等が増加。またイベント参加者数も 102 万人（大阪マラソンの 132

万人とおおさかカンバスの 32 万人を加えると合計 266 万人）と大幅に

増加した。  

・官民の参加団体   23  （昨年  24）  

・対象イベント    137  （同  137）  

・イベント参加者数  102 万人（同  99 万人）  

  

Ⅲ．インターナショナル  ワークショップ  フェスティバルＤＯＯＲＳ  

（公益目的事業１）  

関西・大阪で活躍する多彩な文化人を講師に迎え、ワンコイン（500 円）で体感できる体験

型ワークショップを８月に集中開催した。 

８年目を迎えた今年度は、「おとなも子どもも」をテーマに未就学児童を含めた子供向け講座

を取り入れ、好評を博した。 

◇実施時期   平成 27 年８月 12 日（水）～18 日（火） 

◇主  催   International Workshop Festival 実行委員会 

（大阪市、ＬＬＰアートサポート、 

（公財）関西・大阪 21 世紀協会） 

◇場  所   大阪市立芸術創造館、旭区民センター 

◇開講講座   100 講座（１講座中止） 

◇受講者数   1,511 名 
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[評価] 

◇参加者アンケートの結果は次のとおり  

・満足・やや満足  86％、普通  ９％、不満足  １％  

・「楽しくもっとやりたかった」等、満足感が高い。  

・「毎年来ている」「来年もまた来たい」「またやりたい」等、反復参加、

再来訪の意向が目立った。  

◇講師の声は次のとおり  

・「非常に満足（57％）」「やや満足（32％）」「やや不満（２％）」と非常

に高い満足度を得られた。特に運営スタッフへの感謝の言葉が多い。  

・ドアーズに参加した効果で「別のイベントへのお誘いがありました」、

「Facebook に掲載していいね！が増加、反響がスゴかった」、「個人の

稽古に参加頂きました」等の副次効果も認められた。 

 

（２）上方文化芸能の振興と無形文化財の保護・育成  

Ⅰ．「日本の文化に親しむ」（公益目的事業１）  

「日本の文化に親しむ」では、「町人文化を味わう」を桜の時期に合わせて開催し

た。  

 

◇事業名  「町人文化を味わう」  

◇開催日及び  ①平成 27 年４月 13 日（月）､48 名  

参加者数  ②平成 28 年３月 25 日（金）､38 名  

◇内 容 ・両日とも：適塾見学、屋形船によるお花見（大川）  

・４月 13 日：講演会、文楽鑑賞（国立文楽劇場）  

・３月 25 日：四天王寺見学、舞楽鑑賞  

◇講 師 ・適塾解説：大阪大学大学院文学研究科  村田路人教授  

・４月 13 日：大阪大学大学院文学研究科  飯倉洋一教授  

（懐徳堂と町人文化）  

・３月 25 日：四天王寺執事  南谷恵敬氏 (四天王寺の解説 ) 

・３月 25 日：願泉寺住職 小野真氏  

（舞楽「蘭陵王」「承和楽」の解説）  

 

Ⅱ．「やそしま」（第９号）の発行（公益目的事業１）  

◇発 行 日  平成 27 年 11 月１日（日）  

◇発行部数  1,000 部  

◇掲載内容  ①桂米朝師の死去を偲び、一門のざこば、南光、米團治師と米朝事務

所会長の田中氏、米朝師ゆかりの大和屋女将や芸妓が一同に会して
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思い出を語った座談会。  

②浪速学の泰斗  肥田晧三氏を招き、道頓堀 400 年の変遷を紹介。  

③作家・築山桂氏による「近世大阪の学問所」解説  

④江戸中期の商人・山片蟠桃を京都産業大学教授・宮川康子氏が解

説  

 

Ⅲ．「御田植神事」の開催（公益目的事業１）  

重要無形民俗文化財に指定されている住吉大社の御田植神事を開催した。  

 

◇開催日  平成 27 年６月 14 日（日）  

◇場   所  住吉大社  

 

Ⅳ．「宝恵駕行列」の支援（公益目的事業１）  

200 年以上の伝統と格式があり、無形民俗文化財に指定されている今宮戎神社の「宝

恵駕行列」を支援した。本年は、13 年ぶりにお囃子屋台が復活させ、賑わいに花を添

えた。  

 

◇開催日  平成 28 年１月９日（土）  

◇場 所  今宮戎神社  
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第
2
4
回

枚
岡

薪
能

第
2
4
回

枚
岡

薪
能

実
行

委
員

会
9
月

2
6
日

5
0

In
te

rn
at

io
n
al

 S
tu

de
n
ts

 C
re

at
iv

e
 A

w
ar

d 
2
0
1
5

（
一

社
）
ナ

レ
ッ

ジ
キ

ャ
ピ

タ
ル

1
1
月

2
7
日

5
1

第
3
回

関
西

A
T
P
賞

（
一

社
）
全

日
本

テ
レ

ビ
番

組
製

作
社

連
盟

1
月

1
9
日

5
2

フ
ィ

エ
ス

タ
・
メ

ヒ
カ

ナ
大

阪
 2

0
1
5

フ
ィ

エ
ス

タ
・
メ

ヒ
カ

ナ
実

行
委

員
会

9
月

1
1
日

9
月

1
3
日

5
3

B
O

O
K
 E

X
P
O

 2
0
1
5
　

秋
の

陣
　

～
挑

め
！

書
店

人
～

B
O

O
K
 E

X
P
O

 実
行

委
員

会
1
1
月

1
3
日

5
4

第
6
0
回

関
西

新
世

紀
展

新
世

紀
美

術
協

会
 大

阪
支

部
1
0
月

1
4
日

1
0
月

1
8
日

5
5

O
S
A

K
A

 I
N

 T
H

E
 W

O
R

L
D

 2
0
1
5
 ブ

ラ
ジ

ル
民

族
音

楽
団

受
入

事
業

O
S
A

K
A

 I
N

 T
H

E
 W

O
R

L
D

実
行

委
員

会
1
0
月

7
日

1
0
月

2
6
日

5
6

2
0
1
5
全

国
日

本
民

踊
総

お
ど

り
大

会
大

阪
府

日
本

民
踊

協
会

1
0
月

2
3
日

5
7

第
1
6
回

こ
い

や
祭

り
第

1
6
回

こ
い

や
祭

り
実

行
委

員
会

9
月

1
2
日

9
月

1
3
日

5
8

「
お

す
す

め
！

わ
が

店
の

ヘ
ル

シ
ー

メ
ニ

ュ
ー

2
0
1
5
」
人

気
コ

ン
テ

ス
ト

並
び

に
「
ヘ

ル
シ

ー
外

食
フ

ォ
ー

ラ
ム

 2
0
1
5
」

大
阪

ヘ
ル

シ
ー

外
食

推
進

協
議

会
9
月

4
日

1
1
月

1
8
日

5
9

第
2
6
回

IK
E
D

A
文

化
D

A
Y

（
一

財
）
い

け
だ

市
民

文
化

振
興

財
団

1
0
月

3
1
日

1
1
月

3
日

6
0

第
3
5
回

大
阪

国
際

女
子

マ
ラ

ソ
ン

大
会

お
よ

び
2
0
1
5
大

阪
ハ

ー
フ

マ
ラ

ソ
ン

株
式

会
社

　
産

業
経

済
新

聞
社

1
月

3
1
日

6
1

高
松

宮
妃

記
念

杯
　

第
3
2
回

日
本

菊
花

全
国

大
会

日
本

菊
花

会
1
0
月

2
0
日

1
1
月

2
3
日

6
2

国
際

交
流

の
た

め
の

日
本

文
化

理
解

講
座

公
益

財
団

法
人

大
阪

国
際

交
流

セ
ン

タ
ー

8
月

2
4
日

3
月

1
1
日

6
3

船
場

ま
つ

り
2
0
1
5

船
場

ま
つ

り
推

進
協

議
会

1
0
月

2
日

1
0
月

4
日

6
4

“
2
0
1
5
”
リ

ン
ク

ス
テ

コ
ン

ド
ー

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
リ

ン
ク

ス
テ

コ
ン

ド
ー

ア
カ

デ
ミ

ー
9
月

2
2
日

6
5

第
1
3
回

な
に

わ
八

百
八

橋
・
橋

洗
い

な
に

わ
八

百
八

橋
「
橋

洗
い

」
実

行
委

員
会

1
0
月

3
日

6
6

平
成

2
7
年

 M
O

A
美

術
館

大
阪

児
童

作
品

展
Ｍ

Ｏ
Ａ

美
術

館
大

阪
児

童
作

品
展

実
行

委
員

会
1
0
月

6
日

1
月

1
0
日

6
7

劇
団

ス
タ

ジ
オ

Q
公

演
「
T
h
e
 D

o
o
r～

扉
を

開
け

れ
ば

」
劇

団
ス

タ
ジ

オ
Q

1
0
月

3
日

1
0
月

4
日

≪
平

成
2
7
年

度
　

後
援

名
義

支
援

事
業

リ
ス

ト
≫
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Ｎ
ｏ

事
業

名
主

催
者

始
期

終
期

6
8

第
3
9
回

「
新

春
走

ろ
う

か
い

」
－

ひ
ら

か
た

ハ
ー

フ
マ

ラ
ソ

ン
－

（
公

財
）
枚

方
体

育
協

会
1
月

1
1
日

6
9

公
開

講
演

会
「
地

震
・
火

山
噴

火
予

知
に

挑
む

」
～

国
民

の
信

頼
に

応
え

る
科

学
者

の
挑

戦
～

関
西

サ
イ

エ
ン

ス
・
フ

ォ
ー

ラ
ム

1
1
月

1
9
日

7
0

2
0
1
5
大

阪
メ

チ
ャ

ハ
ピ

ー
祭

大
阪

メ
チ

ャ
ハ

ピ
ー

祭
実

行
委

員
会

1
0
月

1
2
日

7
1

中
之

島
な

つ
ま

つ
り

2
0
1
5

中
之

島
な

つ
ま

つ
り

実
行

委
員

会
8
月

2
8
日

7
2

第
1
1
期

「
蕪

村
顕

彰
全

国
俳

句
大

会
」

N
P
O

法
人

近
畿

フ
ォ

ー
ラ

ム
2
1

9
月

1
3
日

7
3

京
都

国
際

映
画

祭
2
0
1
5

京
都

国
際

映
画

祭
実

行
委

員
会

1
0
月

1
5
日

1
0
月

1
8
日

7
4

F
A

B
E
X
 関

西
2
0
1
5

（
株

）
日

本
食

糧
新

聞
社

1
0
月

2
1
日

1
0
月

2
3
日

7
5

公
開

講
演

会
「
世

界
に

通
じ

る
、

ス
イ

ー
ツ

産
業

へ
の

挑
戦

」
関

西
サ

イ
エ

ン
ス

・
フ

ォ
ー

ラ
ム

9
月

1
8
日

7
6

2
0
1
5
年

度
イ

ン
テ

リ
ジ

ェ
ン

ト
ア

レ
ー

専
門

セ
ミ

ナ
ー

特
定

非
営

利
活

動
法

人
　

関
西

社
会

人
大

学
院

連
合

1
1
月

2
日

3
月

1
4
日

7
7

門
真

ジ
ャ

ズ
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

2
0
1
5

門
真

ジ
ャ

ズ
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

実
行

委
員

会
1
0
月

1
2
日

7
8

第
3
8
回

少
林

寺
拳

法
関

西
実

業
団

大
会

関
西

実
業

団
少

林
寺

拳
法

連
盟

／
第

3
8
回

少
林

寺
拳

法
関

西
実

業
団

大
会

1
1
月

2
9
日

7
9

第
5
5
回

東
洋

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

学
校

法
人

東
洋

学
園

1
1
月

3
日

8
0

第
1
4
回

マ
ン

シ
ョ
ン

ラ
イ

フ
フ

ェ
ア

特
定

非
営

利
活

動
法

人
 集

合
住

宅
維

持
管

理
機

構
1
2
月

1
2
日

8
1

四
天

王
寺

ワ
ッ

ソ
四

天
王

寺
ワ

ッ
ソ

実
行

委
員

会
1
1
月

1
日

8
2

第
6
2
回

 各
派

名
流

 三
曲

定
期

演
奏

会
（
仮

）
一

般
社

団
法

人
大

阪
三

曲
協

会
1
月

3
1
日

8
3

第
4
1
回

地
歌

と
語

り
　

菊
芝

優
華

と
地

歌
の

世
界

一
般

社
団

法
人

月
清

古
曲

保
存

会
2
月

1
4
日

8
4

第
1
5
回

守
口

宿
ジ

ャ
ズ

ス
ト

リ
ー

ト
2
0
1
5

守
口

宿
ジ

ャ
ズ

ス
ト

リ
ー

ト
実

行
委

員
会

1
0
月

2
4
日

1
0
月

2
5
日

8
5

第
5
5
回

農
林

水
産

祭
参

加
　

第
6
3
回

全
国

水
産

加
工

た
べ

も
の

展
全

国
水

産
加

工
た

べ
も

の
展

運
営

委
員

会
1
2
月

1
日

3
月

2
4
日

8
6

第
4
9
回

い
け

ば
な

大
阪

展
～

新
・
夢

・
翔

～
大

阪
府

花
道

家
協

会
1
0
月

1
5
日

1
0
月

2
0
日

8
7

ま
ち

デ
コ

ー
ル

2
0
1
5

ま
ち

デ
コ

ー
ル

実
行

委
員

会
1
0
月

1
0
日

1
0
月

1
8
日

8
8

第
1
6
回

天
満

音
楽

祭
天

満
音

楽
祭

実
行

委
員

会
1
0
月

4
日

8
9

第
2
3
回

淀
川

三
十

石
船

舟
唄

全
国

大
会

淀
川

三
十

石
船

舟
唄

全
国

大
会

実
行

委
員

会
1
1
月

2
3
日

9
0

第
2
回

大
阪

国
際

マ
ン

ガ
グ

ラ
ン

プ
リ

大
阪

国
際

マ
ン

ガ
グ

ラ
ン

プ
リ

実
行

委
員

会
1
2
月

5
日

1
2
月

6
日

9
1

第
4
回

み
お

つ
く
し

音
楽

祭
コ

ン
ク

ー
ル

み
お

つ
く
し

音
楽

祭
実

行
委

員
会

1
月

9
日

9
2

第
4
7
回

卓
球

ま
つ

り
N

P
O

法
人

P
W

J
O

（
ピ

ュ
ー

ジ
ョ
）

1
1
月

2
9
日

9
3

上
方

ル
ネ

ッ
サ

ン
ス

2
0
1
5
　

楽
劇

の
祭

典
関

西
楽

劇
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

協
議

会
1
1
月

5
日

1
2
月

2
4
日

9
4

人
間

国
宝

の
至

芸
を

見
る

！
楽

し
む

！
体

感
す

る
！

公
益

財
団

法
人

　
山

本
能

楽
堂

1
0
月

3
1
日

3
月

5
日

9
5

第
4
1
回

雅
風

展
公

益
社

団
法

人
全

日
本

小
品

盆
栽

協
会

1
月

7
日

1
月

1
0
日

9
6

第
1
6
回

映
像

・
公

開
フ

ォ
ー

ラ
ム

特
定

非
営

利
活

動
法

人
ア

ー
ト

ポ
リ

ス
大

阪
協

議
会

1
1
月

2
2
日

9
7

第
6
2
回

東
大

阪
市

枚
岡

公
園

ク
ロ

ス
カ

ン
ト

リ
ー

競
走

大
会

東
大

阪
市

枚
岡

公
園

ク
ロ

ス
カ

ン
ト

リ
ー

競
走

大
会

実
行

委
員

会
2
月

7
日

9
8

O
B

C
ラ

ジ
オ

ま
つ

り
「
1
0
万

人
の

ふ
れ

あ
い

広
場

2
0
1
5
」

大
阪

放
送

（
株

）
1
1
月

2
3
日

9
9

2
0
1
5
年

度
　

少
林

寺
拳

法
関

西
学

生
新

人
大

会
関

西
学

生
少

林
寺

拳
法

連
盟

1
2
月

1
2
日

1
0
0

2
0
1
6
（
第

5
8
回

）
大

阪
工

芸
展

（
一

社
）
大

阪
工

芸
協

会
2
月

1
3
日

2
月

1
7
日

1
0
1

ワ
ン

・
ワ

ー
ル

ド
・
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

ワ
ン

・
ワ

ー
ル

ド
・
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

実
行

委
員

会
2
月

6
日

2
月

7
日

≪
平

成
2
7
年

度
　

後
援

名
義

支
援

事
業

リ
ス

ト
≫
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Ｎ
ｏ

事
業

名
主

催
者

始
期

終
期

1
0
2

小
品

盆
栽

フ
ェ

ア
ー

第
2
4
回

「
春

雅
展

」
（
公

社
）
全

日
本

小
品

盆
栽

協
会

3
月

2
5
日

3
月

2
7
日

1
0
3

ア
ク

テ
ィ

ブ
シ

ニ
ア

フ
ェ

ス
タ

2
0
1
5

N
P
O

法
人

大
阪

ア
ク

テ
ィ

ブ
シ

ニ
ア

協
会

3
月

2
日

1
0
4

関
西

桐
朋

会
第

5
0
回

新
人

演
奏

会
関

西
桐

朋
会

3
月

2
0
日

1
0
5

第
2
0
回

 な
に

わ
人

形
芝

居
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

　
～

夕
日

丘
・
花

参
り

～
な

に
わ

人
形

芝
居

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
運

営
委

員
会

4
月

3
日

1
0
6

「
伝

統
と

創
意

」
第

7
0
回

日
本

書
芸

院
展

（
公

社
）
日

本
書

芸
院

4
月

2
0
日

4
月

2
4
日

1
0
7

特
別

展
「
王

羲
之

か
ら

空
海

へ
ー

日
中

の
名

筆
　

漢
字

と
か

な
の

競
演

（
公

社
）
日

本
書

芸
院

4
月

1
2
日

5
月

2
2
日

1
0
8

堂
島

薬
師

堂
節

分
お

水
汲

み
祭

り
堂

島
薬

師
堂

節
分

お
水

汲
み

祭
り

実
行

委
員

会
2
月

3
日

1
0
9

第
2
3
回

大
阪

ア
ウ

ト
ド

ア
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

2
0
1
6

テ
レ

ビ
大

阪
株

式
会

社
3
月

1
2
日

3
月

1
3
日

1
1
0

Ｓ
ＩＧ

Ｎ
　

Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｏ

 2
0
1
6
（
第

3
1
回

広
告

資
機

材
見

本
市

)
近

畿
屋

外
広

告
美

術
組

合
連

合
会

6
月

1
5
日

6
月

1
7
日

1
1
1

第
6
1
回

新
世

紀
大

阪
展

新
世

紀
美

術
協

会
 大

阪
支

部
5
月

3
1
日

6
月

5
日

1
1
2

第
2
1
回

オ
ア

シ
ス

2
0
1
6

オ
ア

シ
ス

実
行

委
員

会
5
月

2
0
日

5
月

2
2
日

1
1
3

第
2
0
回

大
阪

武
道

祭
大

阪
武

道
協

議
会

2
月

1
4
日

1
1
4

O
sa

ka
P
ri
x全

国
ク

ラ
シ

ッ
ク

バ
レ

エ
・
コ

ン
ペ

テ
ィ

シ
ョ
ン

2
0
1
6

産
経

新
聞

開
発

株
式

会
社

2
月

2
0
日

3
月

6
日

1
1
5

第
1
3
回

上
方

の
舞

台
裏

方
大

賞
上

方
の

舞
台

裏
方

大
賞

実
行

委
員

会
2
月

4
日

1
1
6

2
0
1
6
・
Z
E
R

O
展

ニ
ュ

ー
ア

ー
ト

・
Z
E
R

O
会

2
月

2
3
日

2
月

2
8
日

1
1
7

第
1
7
回

大
阪

国
際

音
楽

コ
ン

ク
ー

ル
大

阪
国

際
音

楽
振

興
会

4
月

1
日

1
0
月

1
0
日

1
1
8

第
1
9
回

な
に

わ
大

賞
な

に
わ

名
物

開
発

研
究

会
3
月

1
日

7
月

2
8
日

1
1
9

大
槻

能
楽

堂
　

自
主

公
演

能
（
公

財
）
大

槻
能

楽
堂

4
月

2
3
日

3
月

2
5
日

1
2
0

大
阪

舞
洲

ゆ
り

園
株

式
会

社
ピ

ー
エ

ス
ジ

ェ
イ

コ
ー

ポ
レ

ー
シ

ョ
ン

5
月

2
8
日

7
月

3
日

1
2
1

第
1
8
回

高
槻

ジ
ャ

ズ
ス

ト
リ

ー
ト

高
槻

ジ
ャ

ズ
ス

ト
リ

ー
ト

実
行

委
員

会
5
月

3
日

5
月

4
日

1
2
2

C
Y
C

L
E
 M

O
D

E
 R

ID
E
 O

S
A

K
A

 2
0
1
6

テ
レ

ビ
大

阪
（
株

）
3
月

5
日

3
月

6
日

1
2
3

第
3
0
回

帝
塚

山
音

楽
祭

帝
塚

山
音

楽
祭

実
行

委
員

会
5
月

2
8
日

5
月

2
9
日

1
2
4

平
成

2
8
年

度
全

国
高

等
学

校
ギ

タ
ー

・
マ

ン
ド

リ
ン

音
楽

コ
ン

ク
ー

ル
（
公

社
）
全

日
本

高
等

学
校

ギ
タ

ー
・
マ

ン
ド

リ
ン

音
楽

振
興

会
7
月

2
6
日

7
月

2
7
日

1
2
5

第
2
3
回

共
生

・
共

走
リ

レ
ー

マ
ラ

ソ
ン

共
生

・
共

走
マ

ラ
ソ

ン
実

行
委

員
会

5
月

2
9
日

1
2
6

う
め

き
た

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
2
0
1
6

う
め

き
た

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
2
0
1
6
実

行
委

員
会

3
月

2
5
日

4
月

3
日

1
2
7

第
3
5
回

日
現

記
念

展
日

本
現

代
美

術
協

会
4
月

1
2
日

4
月

1
7
日

1
2
8

第
3
8
回

海
の

写
真

コ
ン

ク
ー

ル
（
公

社
）
近

畿
海

事
広

報
協

会
4
月

1
日

8
月

3
1
日

1
2
9

第
1
2
期

蕪
村

顕
彰

表
彰

N
P
O

法
人

 近
畿

フ
ォ

ー
ラ

ム
2
1

3
月

3
1
日

1
3
0

第
6
2
回

池
田

五
月

山
さ

く
ら

ま
つ

り
池

田
市

民
カ

ー
ニ

バ
ル

い
け

だ
・
い

ら
っ

し
ゃ

い
祭

振
興

会
4
月

2
日

4
月

3
日

1
3
1

第
8
回

関
西

バ
リ

舞
踊

祭
関

西
バ

リ
舞

踊
祭

実
行

委
員

会
6
月

4
日

1
3
2

第
2
9
回

日
経

ニ
ュ

ー
オ

フ
ィ

ス
賞

（
近

畿
ブ

ロ
ッ

ク
）
平

成
2
8
年

度
近

畿
ニ

ュ
ー

オ
フ

ィ
ス

賞
実

行
委

員
会

4
月

1
日

9
月

3
0
日

1
3
3

第
3
9
回

浜
寺

ロ
ー

ズ
カ

ー
ニ

バ
ル

浜
寺

公
園

振
興

協
議

会
5
月

1
5
日

1
3
4

レ
ビ

ュ
ー

「
春

の
お

ど
り

」
㈱

O
S
K
日

本
歌

劇
団

5
月

1
日

6
月

8
日

1
3
5

ミ
ュ

ー
ジ

カ
ル

「
げ

ん
な

い
」

㈱
わ

ら
び

座
5
月

2
8
日

1
3
6

第
3
3
回

吹
田

産
業

フ
ェ

ア
吹

田
産

業
フ

ェ
ア

推
進

協
議

会
5
月

7
日

5
月

8
日

≪
平

成
2
7
年

度
　

後
援

名
義

支
援

事
業

リ
ス

ト
≫
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Ｎ
ｏ

事
業

名
主

催
者

始
期

終
期

1
3
7

歌
劇

「
天

空
の

町
」
～

別
子

銅
山

と
伊

庭
貞

剛
～

大
阪

初
演

！
N

P
O

法
人

東
京

オ
ペ

ラ
協

会
5
月

8
日

1
3
8

第
1
4
回

な
に

わ
八

百
八

橋
・
橋

洗
い

な
に

わ
八

百
八

橋
「
橋

洗
い

」
実

行
委

員
会

3
月

2
6
日

1
3
9

い
け

ば
な

イ
ン

タ
ー

ナ
シ

ョ
ナ

ル
大

阪
支

部
　

第
2
5
回

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
い

け
ば

な
イ

ン
タ

ー
ナ

シ
ョ
ナ

ル
大

阪
支

部
5
月

2
2
日

1
4
0

タ
ケ

モ
ト

ピ
ア

ノ
 p

re
se

n
ts

 第
5
6
回

3
0
0
0
人

の
吹

奏
楽

関
西

テ
レ

ビ
放

送
株

式
会

社
6
月

2
6
日

1
4
1

日
伊

国
交

樹
立

1
5
0
周

年
記

念
　

特
別

公
演

劇
団

J
.A

.M
!　

A
c
t.
7
『
L
'a

rt
e
 e

’
 ｌ
’
am

o
re

（
ラ

ー
テ

・
ア

モ
ー

レ
）

～
ヴ

ァ
チ

カ
ン

に
遺

し
た

愛
の

記
憶

』
劇

団
J
.A

.M
!

5
月

6
日

5
月

8
日

1
4
2

大
阪

楽
所

　
第

三
十

四
回

雅
楽

演
奏

会
大

阪
楽

所
7
月

2
日

1
4
3

D
o
jim

a 
V

is
u
al

 A
rt

s 
A

w
ar

d 
2
0
1
6

堂
島

リ
バ

ー
フ

ォ
ー

ラ
ム

1
2
月

1
日

1
2
月

7
日

1
4
4

日
化

産
業

株
式

会
社

音
楽

事
業

部
設

立
一

周
年

記
念

コ
ン

サ
ー

ト
～

R
A

IN
B

O
W

　
C

L
A

S
S
IC

～
日

化
産

業
株

式
会

社
音

楽
事

業
部

6
月

1
9
日

1
4
5

ア
ジ

ア
・
フ

ー
ド

シ
ョ
ー

2
0
1
6

（
一

財
）
大

阪
国

際
経

済
振

興
セ

ン
タ

ー
1
0
月

1
8
日

1
0
月

2
0
日

1
4
6

オ
リ

ー
ブ

オ
イ

ル
関

西
国

際
商

談
専

門
見

本
市

（
一

財
）
大

阪
国

際
経

済
振

興
セ

ン
タ

ー
1
0
月

1
8
日

1
0
月

2
0
日

1
4
7

イ
ベ

ン
ト

ツ
ー

ル
ウ

エ
ス

ト
ジ

ャ
パ

ン
2
0
1
6

テ
レ

ビ
大

阪
株

式
会

社
5
月

1
9
日

5
月

2
0
日

1
4
8

第
3
6
回

西
日

本
ア

マ
チ

ュ
ア

ビ
ッ

グ
バ

ン
ド

連
絡

会
コ

ン
サ

ー
ト

西
日

本
ア

マ
チ

ュ
ア

ビ
ッ

グ
バ

ン
ド

連
絡

会
6
月

1
9
日

1
4
9

日
泰

友
好

親
善

文
化

交
流

イ
ベ

ン
ト

「
第

4
4
回

全
日

本
き

も
の

着
付

選
手

権
大

会
」

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
 日

本
礼

美
協

会
7
月

3
1
日

1
5
0

音
楽

の
祭

日
 F

e
te

 d
e
 l
a 

M
u
si

qu
e
 a

u
 J

ap
o
n
 2

0
1
6

音
楽

の
祭

日
 F

e
te

 d
e
 l
a 

M
u
si

qu
e
 a

u
 J

ap
o
n
 日

本
事

務
局

6
月

1
8
日

6
月

2
1
日

1
5
1

大
阪

ベ
イ

エ
リ

ア
祭

　
第

1
1
回

「
W

o
rl
d 

あ
ぽ

ろ
ん

」
W

o
rl
d 

あ
ぽ

ろ
ん

実
行

委
員

会
4
月

3
0
日

1
5
2

大
阪

ジ
ュ

ニ
ア

バ
ン

ド
主

催
「
第

3
7
回

定
期

演
奏

会
 」

大
阪

ジ
ュ

ニ
ア

バ
ン

ド
4
月

1
7
日

1
5
3

ま
ち

デ
コ

ー
ル

2
0
1
6

（
一

社
）
デ

ザ
イ

ン
・
ロ

ッ
ク

1
0
月

8
日

1
0
月

1
4
日

≪
平

成
2
7
年

度
　

後
援

名
義

支
援

事
業

リ
ス

ト
≫
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事業報告の内容を補足する重要な事項がないため、事業報告の附属明細書は作成して

いない。   
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科        目

Ⅰ　資産の部

  １．流動資産

　　　　　現金預金

　　　　　未収金

　　　　　未収利息

　　　　　前払金

　　　　流動資産合計

  ２．固定資産

    (1) 基本財産

　　　　　定期預金

　　　　　投資有価証券

　　　　基本財産合計

    (2) 特定資産

　　　　　文化振興事業資産

　　　　　御堂筋・大阪のにぎわいづくり積立資産

　　　　　上方文化芸能事業資産

　　　　　日本万国博覧会記念基金

　　　　　日本万国博覧会記念基金積立金

　　　　　アーツサポート関西事業資産

　　　　　法人運営資産

　　　　　退職給付引当資産

　　　　特定資産合計

    (3) その他固定資産

　　　　　建物

　　　　　什器備品

　　　　　電話加入権

　　　　　敷金

        その他固定資産合計

        固定資産合計

        資産合計

Ⅱ　負債の部

  １．流動負債

　　　　　未払金

　　　　　前受金

　　　　　預り金

　　　　　助成金等引当金

　　　　　賞与引当金

        流動負債合計

  ２．固定負債

　　　　　退職給付引当金

　　　　　役員退職慰労引当金

        固定負債合計

        負債合計

Ⅲ　正味財産の部

  １．指定正味財産

　　　　　出捐金

　　　　　寄附金

        指定正味財産合計

        （うち基本財産への充当額）

        （うち特定資産への充当額）

  ２．一般正味財産

        （うち特定資産への充当額）

        正味財産合計

        負債及び正味財産合計

747,666

1,291,256 871,481 419,775

108,398,450 99,437,122 8,961,328

44,830,678 44,083,012

　貸　借　対　照　表　
（平成28年 3月31日現在）

（単位:円）

当年度 前年度 増  減

984,246 933,337 50,909

61,292,270 53,549,292 7,742,978

2,548,580 45,548,580

84,926,609 85,160,419 △ 233,810

△ 43,000,000

502,106,182 501,845,257 260,925

499,557,602 456,296,677 43,260,925

799,952 △ 56,621

39,511,325 20,941,653 18,569,672

18,526,381 18,526,381 0

18,820,600 16,620,900 2,199,700

743,331

77,147,033 66,038,330 11,108,703

19,768,176,403 19,931,988,711 △ 163,812,308

25,579,535 32,251,280 △ 6,671,745

270,537 485,101 △ 214,564

3 3 0

8,213,871 8,485,056 △ 271,185

20,686,406,389 20,816,295,109 △ 129,888,720

7,200,000 7,200,000 0

20,578,007,939 20,716,857,987 △ 138,850,048

9,495,694 6,356,075 3,139,619

6,080,000 290,000 5,790,000

285,260 198,242 87,018

53,366,000 57,000,000 △ 3,634,000

500,000

66,874,517

3,085,100

72,312,054

3,030,200 54,900

5,437,537

20,686,406,389 20,816,295,109 △ 129,888,720

91,132,654 83,495,417 7,637,237

20,595,273,735 20,732,799,692 △ 137,525,957

(19,928,940,677) (20,069,746,355) （△140,805,678)

164,226,876

(119,926,609) (120,160,419) (△233,810)

161,208,080 3,018,796

(501,845,257) (260,925)(502,106,182)

35,000,000 0

20,067,687,886 20,206,527,674 △ 138,839,788

20,431,046,859 20,571,591,612 △ 140,544,753

19,928,940,677 20,069,746,355 △ 140,805,678

502,106,182 501,845,257 260,925

35,000,000

3,320,600 1,620,900 1,699,700

15,000,00015,500,000

18,820,600 16,620,900 2,199,700

 


